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1. 総括判断

項　　目 前回（25年4－6月） 前回比較 足下の動き

総括判断
緩やかに持ち直しつ
つある

消費者マインドの改善や公共
工事の増加などを背景に、関
連する複数の業種で引き続き
明るい声が聞かれている

項　　目 前回比較

個人消費

生産活動

雇用情勢

設備投資

住宅建設

公共事業

前年を上回っている 前年を上回っている

前年度を上回っている 前年度を上回っている

おおむね横ばいとなっている 緩やかに持ち直しつつある

緩やかに持ち直している 緩やかに回復しつつある

２５年度は前年度を下回る見通し ２５年度は前年度を下回る見通し

　県内経済は、緩やかに持ち直している。

　なお、足下では、消費者マインドの改善や公共工事の増加などを背景に、関連する複数
の業種で引き続き明るい声が聞かれている。

今回（25年7－9月）

緩やかに持ち直して
いる

前回（25年4－6月） 今回（25年7－9月）

持ち直している 持ち直している

－１－



２. 個人消費：持ち直している

 （１） 大型小売店の売上げは、猛暑で夏物衣料が動いたほか、飲食料品や高額品も引き続き順調と
　　なっている。

★ 大型小売店販売額 （全店舗ベース）

24/6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

徳 島 3.3 2.9 10.8 6.6 4.3 1.5 ▲ 0.3 1.3 ▲ 2.1 2.4 ▲ 1.5 1.3 4.2 ▲ 1.4 2.8

四 国 ▲ 0.1 ▲ 2.2 1.5 1.9 ▲ 1.7 0.9 0.7 ▲ 3.2 ▲ 4.0 1.9 ▲ 3.5 ▲ 1.1 3.0 ▲ 2.1 0.0

全 国 ▲ 2.2 ▲ 4.0 ▲ 0.0 ▲ 0.2 ▲ 2.4 1.6 0.7 ▲ 2.9 ▲ 2.9 3.5 ▲ 1.0 0.9 4.5 ▲ 0.7 0.9

販売額（徳島） 54.2 57.7 54.7 51.1 54.9 57.7 71.9 59.5 48.7 57.3 52.5 55.6 56.5 56.9 56.3

店舗数（徳島） 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22 22

★ 大型小売店販売額 （既存店ベース）

24/6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

徳 島 Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ 1.5 ▲ 0.3 1.3 ▲ 2.1 2.4 ▲ 1.5 1.3 4.2 ▲ 1.4 2.8

四 国 ▲ 1.8 ▲ 3.5 ▲ 0.1 0.1 ▲ 3.4 0.3 0.2 ▲ 3.4 ▲ 4.2 1.7 ▲ 3.9 ▲ 1.2 2.6 ▲ 2.8 ▲ 1.0

全 国 ▲ 2.6 ▲ 4.4 ▲ 0.9 ▲ 1.1 ▲ 3.2 0.8 0.1 ▲ 3.5 ▲ 3.7 2.5 ▲ 2.3 ▲ 0.4 3.5 ▲ 1.6 ▲ 0.1

（注）　 Xは個別データ秘匿のために公表できない箇所である。

★ 品目別販売額前年同月比（全店舗ベース、徳島）

［資料：四国経済産業局］
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 （２） 家電販売は、エアコンや冷蔵庫が好調であるものの、テレビやデジタル家電が振るわず
    引き続き前年を下回っている。　　

 （３） 乗用車販売台数は、昨年の補助金制度終了の影響から、引き続き前年を下回っているものの、
　　このところ軽乗用車を中心に回復しつつある。

★乗用車（新車）販売台数

★車種別販売台数（徳島）

       　 ［資料：四国運輸局］

　 ［資料：四国運輸局ほか］

 （４） 主要観光地の入り込み状況は、猛暑やガソリン価格高騰の影響などから前年を下回っている。

 （５） レジャー関係は、海外旅行が減少しているものの、国内旅行は増加している。
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３． 設備投資：25年度は前年度を下回る見通し

　・法人企業景気予測調査結果でみると、非製造業で増加しているものの、製造業で減少しており、
　全産業でも前年度を下回る見通しとなっている。

４． 公共事業：前年度を上回っている 

　　・前払金保証請負金額（累計）でみると、独立行政法人、県、市町村で前年度を上回っており、

　全体でも前年度を上回っている。

24/7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

徳 島 3.8 1.6 4.9 10.7 7.4 7.4 10.9 4.8 3.2 48.3 62.2 52.1 43.0 36.1 35.7

四 国 0.7 3.6 5.9 9.3 8.2 6.7 7.3 5.4 4.0 60.3 26.7 21.4 29.0 27.6 27.3

全 国 18.3 18.5 14.4 16.5 15.4 15.4 14.9 13.4 10.3 28.6 27.1 25.2 26.4 22.6 23.8

24/7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

国 110.5 75.7 104.2 107.8 88.6 87.1 87.6 56.7 37.7 ▲ 58.0 10.6 69.8 6.8 ▲ 8.8 ▲ 7.8

独立行政法人 312.2 182.5 127.8 91.9 98.1 71.2 69.8 69.4 55.4 ▲ 4.9 ▲ 7.9 9.1 25.0 32.2 31.4

県 ▲ 48.7 ▲ 43.4 ▲ 37.2 ▲ 23.9 ▲ 17.9 ▲ 16.3 ▲ 14.7 ▲ 17.7 ▲ 15.0 66.7 84.9 86.9 92.2 75.8 73.3

市町村 10.9 5.1 ▲ 4.2 ▲ 2.5 ▲ 10.6 ▲ 8.3 0.4 ▲ 4.2 ▲ 5.0 235.6 144.3 44.6 47.1 50.1 52.7

      ［資料：西日本建設業保証株式会社ほか］
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５．住宅建設：前年を上回っている

　　 ・新設住宅着工戸数でみると、分譲住宅で減少しているが、持家、貸家で増加しており、
　　全体でも前年を上回っている。

24/6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

徳 島 3.8 ▲ 18.2 2.2 34.4 64.2 57.8 ▲ 6.5 0.0 20.8 ▲ 31.7 18.6 33.8 27.1 20.5 ▲ 1.1

四 国 ▲ 4.4 ▲ 35.9 ▲ 13.7 41.2 25.4 10.5 5.1 21.6 ▲ 5.0 22.8 24.9 25.2 20.2 73.6 34.4

全 国 ▲ 0.2 ▲ 9.6 ▲ 5.5 15.5 25.2 10.3 10.0 5.0 3.0 7.3 5.8 14.5 15.3 12.0 8.8

 ★利用関係別着工戸数（徳島）

.

　　　［資料：国土交通省］
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６．生産活動：緩やかに持ち直しつつある

24/3 24/4 24/5 24/6 24/7 24/8 24/9 24/10 24/11 24/12 25/1 25/2 25/3 25/4 25/5

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～

24/5 24/6 24/7 24/8 24/9 24/10 24/11 24/12 25/1 25/2 25/3 25/4 25/5 25/6 25/7

徳島 137.7 140.8 137.0 139.8 137.0 136.1 133.2 135.1 132.2 134.3 130.1 131.0 126.7 129.9 131.9

四国 101.8 102.1 99.9 99.9 97.6 97.8 96.4 96.9 96.0 97.6 98.7 99.6 98.8 98.7 98.3

全国 100.2 99.1 98.1 97.2 95.9 94.8 93.9 94.1 94.1 94.6 94.7 95.3 96.2 96.1 96.8

.

  ［資料：四国経済産業局・徳島県統計戦略課］

　　・化学は、おおむね横ばいとなっているものの、幾分弱含んでいる。

　　・電気機械は、持ち直している。

　　・食料品は、緩やかな持ち直しの動きに一服感がみられる。

　　・パルプ・紙は、やや持ち直している。

　　・一般機械は、一部に明るさがみられるものの、やや弱い動きとなっている。

　　・金属製品は、緩やかに持ち直している。

　　・木材・木製品は、幾分持ち直しの動きがみられる。

※徳島と四国の数字は平成17年を100とした値。全国の数字は平成22年を100とした値としている。
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　　・有効求人倍率は、上昇している。

　　・新規求人数（パート除く）をみると、非製造業で前年を上回っており、全産業でも前年を

　　上回っている。

24/6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

徳 島 0.89 0.88 0.86 0.85 0.87 0.87 0.88 0.89 0.92 0.92 0.96 0.96 0.99 1.05 1.05

四 国 0.85 0.85 0.85 0.85 0.85 0.85 0.86 0.88 0.91 0.92 0.94 0.95 0.98 1.01 1.01

全 国 0.81 0.81 0.81 0.81 0.81 0.82 0.83 0.85 0.85 0.86 0.89 0.90 0.92 0.94 0.95

 ★新規求人数（パート除く）（徳島：6～8月、単位：人）

 

　　　　 ［資料：厚生労働省・徳島労働局］

８．消費者物価 ： 前年を上回っている

24/6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 25/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

徳島市 ▲ 0.7 ▲ 0.7 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.1 ▲ 1.0 ▲ 0.7 ▲ 0.4 ▲ 0.1 0.2 0.1

四 国 ▲ 0.4 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.6 ▲ 0.5 ▲ 0.5 ▲ 0.2 0.1 0.2 0.4

全 国 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.1 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.5 ▲ 0.4 0.0 0.4 0.7 0.8

　  　［資料：総務省統計局］

７．雇用情勢：緩やかに回復しつつある
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９．企業倒産：件数、負債総額とも前年を下回っている

徳 島 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

23/10～24/9 3 6 2 6 8 6 4 1 6 5 4 5
24/10～25/9 7 4 5 1 1 2 8 2 3 3 5 1

徳 島 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

23/10～24/9 1,230 467 240 2,112 3,151 439 380 550 1,283 380 280 750
24/10～25/9 548 252 1,523 50 10 200 1,528 1,730 97 241 421 300

        ［資料：東京商工リサーチ］
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１０．県内地域経済に関する生の声

○来店客数が増加しており、飲食料品が順調なほか、夏物衣料も好調だったことから、売
上は前年を上回っている。【大型小売店】

○製品の用途も拡大しており、受注環境や収益に改善がみられるが、価格競争は続いて
いる。【電気機械】

○建設業を中心に求人が伸び、製造業も悪かった時期と比べて回復しつつある。地域や
業種によってばらつきはあるが、雇用失業情勢は改善している。【労働局】

○東京など都市部を中心にマンション向け需要が好調で、10月以降もフル操業が続いて
いる。【その他の製造業】

○猛暑の影響でエアコン販売が大きく伸びたほか、冷蔵庫等が堅調に推移し、白物家電
において高級機種の需要が高まっている。【家電販売】

○今後は、昨年のエコカー補助金制度の反動減が薄れ、徐々に回復に向かうのではない
か。【自動車販売】

○公共工事は次々発注されており、受注機会は増えているが、他社との競合も激しくなっ
ている。【金属製品】

○足下においても、価格がやや高めの商品に動きがみられ、購買率や客単価も前年を上
回っており、消費者マインドは悪くないと感じる。【大型小売店】

個人消費

生産活動

雇用情勢

足下の動き

－９－



●お問い合わせは

ＴＥＬ　（０８８）６２２－５１８１　 総務課（内線２０１）　又は

ＦＡＸ　（０８８）６５４－９０３０ 財務課（内線２１０）　へ

徳島財務事務所

http://shikoku.mof.go.jp/tokushima/index.html

  ※PCサイトは携帯専用ではないため、接続の際、表示に時間がかかったり、

　パケット通信料が高額になる可能性がありますので、ご了承ください。 


